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「くれない 蒟醤箱」
2005年　高松市美術館蔵（撮影：高橋 章）

　本作は、香川県高松市出身の重要無形文化財（蒟醤）保持者（いわゆる人間国宝）
である山下義人によるもの。「くれない」とは鮮やかな紅色のことで、古代より紅
色は漆黒と相性が良く、祭器類や装飾品等に使われてきた。本作では、以前から作
者が惹かれていた紅色で菊の花のモチーフを箱全体に意匠化してあしらっている。
素地には屋島神社の古材桧を用いた。思い通りの紅色を出すために、現在はもう手
に入らない昭和45年頃の顔料を探し求めたという。黒漆塗りの蓋の中央から蒟醤剣
で放射線状に菊の花弁が広がるように強弱をつけて彫り、そこに紅漆を三十五回程
埋め、さらに金消粉を入れて平らに研ぐことによって、繊細優美な斑文を表し、繰
り返し文様に変化をつけている。また側面ぐるりと自然に模様が繋がって見えるよ
う、角の部分に少し黒地を深く出している。器胎を紅色の線条で覆いつくした大胆
な意匠とそれを引き立たせる細部の技が評価され、第52回日本伝統工芸展で日本工
芸会保持者賞を受賞した。
　本作を含む山下義人の初の回顧展である特別展「蒟醤 山下義人展」が高松市美
術館で開催されます。（会期：10月11日（土）～11月24日（月・振休））本展には、
百十四銀行所蔵の《こもれび 蒔絵合子》も展示いたします。巧みな技によって生
み出された作品の数々をお楽しみにぜひ高松市美術館にお越しください。

� 高松市美術館　石田智子

●�キラリとひかる企業探訪�

株式会社丸亀急配
●�四国の持続可能な観光振興に向けて
� 四国経済連合会　会長　長　井　啓　介

●�四国地域の設備投資動向�
～2024・2025・2026年度四国地域設備投資計画調査より～

� 株式会社日本政策投資銀行　四国支店

� 副調査役　藤　岡　亜希子
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最近の内外経済
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❶ 四国の持続可能な観光振興に向けて
四国経済連合会　会長　長　井　啓　介

❷ �安全・迅速・正確な物流サービスで最適なソリューションを
提供する

株式会社丸亀急配

❽ �四国地域の設備投資動向 
～2024・2025・2026年度四国地域設備投資計画調査より～

株式会社日本政策投資銀行　四国支店
調査役　藤　岡　亜希子

� �組織の未来は「挑戦」から始まる！ 
～組織を動かすプロジェクトマネジメント～

中小企業診断士　髙　津　康　宏

� SETOLAS Holdings presents TGC KAGAWA 2025 by TOKYO 
GIRLS COLLECTION 開催に伴う香川県内の経済波及効果について

一般財団法人百十四経済研究所　調査部長　丸　髙　浩　毅

� これからの経営に活かす 攻めの労務管理
社会保険労務士　佐　藤　秀　樹

� 時が変われば品変わる
国立病院機構高松医療センター　名誉院長  　　　　　　　　　　　

香川大学　客員教授　水　重　克　文

� �景気は、米国の通商政策等による影響が一部にみられるもの
の、緩やかに回復している

� 持ち直している

� 経済指標

� 経済日誌

� �広告

� 四国霊場休日へんろ Vol.15　第十五番 国分寺

「催し物のお知らせ」は休載いたします。

一の宮公園（夕日）
（写真提供：公益社団法人香川県観光協会）

阿波国分寺庭園

本堂仁王門

第十五番
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曹洞宗

薬師如来

行基

天平13（741）年

おん ころころ せんだり まとうぎ そわか天平時代に開かれた国分寺の一つ
　四国霊場には 4県それぞれに国分寺があり、順に巡る
と最初の札所がここ阿波国分寺。天平13（741）年、聖武
天皇が仏教による国家鎮護のため「国分寺建立の詔」を
発し全国に建立を命じた国分寺・国分尼寺の一つです。
　寺伝によれば、行基が自ら薬師如来像を刻んで寺を開
き、聖武天皇から釈迦如来像、大般若経、光明皇后の位
牌厨

ず

子
し

が納められたとされます。当初は奈良・法隆寺な
どと同じ法

ほっ

相
そう

宗で、広大な敷地に七重塔を備えた七堂伽
藍の大寺院でした。敷地内には塔の礎石などが残され県
の史跡に指定されています。
　弘仁年間（810～824年）に空海がこの地を巡教した際、
真言宗に改めたとされますが、天正年間（1573～1592
年）の長宗我部氏の兵火により焼失。長らく荒廃してい
ましたが、寛保元年（1741）に阿波藩主・蜂須賀氏の命
で復興され、曹洞宗の寺となって今に至ります。
　境内の見どころは、何といっても「阿波国分寺庭園」。
桃山時代の作庭と推定され、阿波の青石（緑色の結晶片
岩）をダイナミックに配した枯山水が特徴。国の名勝に
指定されており、訪れる人を魅了しています。

住所：徳島県徳島市
国府町矢野718-1
アクセス：公共交通
／ JR 徳島駅→徳島
バス神山線・天の原
西線で国分寺前→徒
歩約500m　
車／徳島自動車道藍
住 ICから約12km

わたしの推しポイント
納経所脇の入口から庭園に入ると、本堂を
背景に阿波特産の青石をふんだんに用いた
超カッコいい景色が目に飛び込んできます。
トンネル状に組まれた石橋や枯滝、さらに
本堂西側にまで配された巨石の石組みが見
事。もともとあった庭に後から本堂を建て
たそうですが、調和のとれた力強いお庭で
す。午後は逆光になるので、できれば午前
中の訪問がおすすめです。（百十四経済研
究所　研究員 片岡育子）

協力：（一社）四国八十八ヶ所霊場会
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